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 要  旨 
近年の衛星からのグローバルイメージング観測により，オーロラオーバルは時々刻々ダイナミ
ックに変動していることがわかってきている．一方，そのような短い時間スケールの変動がある
ものの，平均的な描像は３時間値である地磁気の Kp インデックスの大小によりおよそ表現でき
ることも知られている．一般に，太陽風の南向き成分が大きくなると Kp インデックスが大きく
なるので，太陽風パラメタから Kp インデックスが正確に予測できれば，オーロラオーバルの平
均的な分布は，太陽風パラメタの変動から分かることになる．しかしながら，これまでのいくつ
かの研究が示しているように，太陽風パラメタから Kp を正確に予測するのは困難であり，最近
のニューラルネットワークを用いた研究でも実際より大きい Kp が予測されてしまう結果になっ
ている． 
本論文では，電離圏の対流パタンがオーロラオーバルの分布と一定の関係にあることに注目し，
太陽風パラメタで表現された対流モデルをもとにオーロラオーバルと SAR アークの分布モデル
を構築した結果を報告する．対流モデルは，DE2 衛星と DMSP 衛星データをもとに最近求めら
れた分布を用いた．文献に報告されている対流反転の緯度とオーロラ粒子の降下位置，具体的に
は，Boundary Plasma Sheet (BPS) の高緯度側境界，BPSと Central Plasma Sheet (CPS)との
境界，CPS の低緯度側境界, LLBL  やカスプの高緯度側の境界が，対流反転の緯度とどのような
位置関係にあるのかを整理してモデル化した．過去の Superstorm イベントに焦点を置いて，２
次元分布モデルを実際の DMSP衛星による降下電子の観測と比較した結果，モデルが観測を十分
再現できることが分かった．SAR アークは，磁気嵐の主相から回復相にかけて，数時間から１日
以上もの長い間安定して見られる現象である．本研究で基礎として用いた対流モデルでは，サブ
オーロラ帯の領域が定義できるので，このサブオーロラ帯の低緯度側境界の緯度の変動特性をも
とに SARアークが現れる緯度と地方時をモデル化した．文献にある SAR アークの観測情報をも
とにモデルによる現象の再現性を調べた結果，大半のイベントがモデルで再現できた． 
 
